




益が相手方に譲渡されるものではなく、また、実施許諾、使用許諾その他いかなる利
益も相手方に与えられるものではない。 

２ 甲及び乙は、本契約及び原契約により、いかなる意味においても相手方に対する秘密
情報の開示義務を負うものではないことを相互に確認する。 

３ 甲及び乙は、本契約及び原契約が、乙が有する固有知的財産権等の開示、提供の義務
を負うものではないことを確認する。乙のが有する固有知的財産権等の開示、提供を
行う場合には、対価を含め、別途協議する。 

 

第7条 （秘密情報の返還・廃棄） 
甲及び乙はいずれも、本契約が終了した場合、及び、相手方から要求があった場合、速や

かに相手方の秘密情報（複製・複写等を含む）を、相手方の指示に従い返還し、又は廃棄す
る。 

 

第8条 （有効期間） 
１ 本契約は、令和〇〇年〇〇月〇〇日に発効し、原契約が終了するまで迄有効とする。 
２ 本契約の終了後においても、第 3 条、第 4条、第 5 条の定めは、前項による本契約の

終了後〇年間存続する。 

 

 

本契約締結の証として、本書二通を作成し、甲乙記名押印の上、各自一通を保有する。 

 

●●年●月●日 

 

 

甲 ●●株式会社 

 （住所） 

 （代表者名） ○印 

 

 

乙 ●●株式会社 

 （住所） 

 （代表者名） ○印 

 

 

 

 



 


